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１．はじめに
　２０１０年度、沖縄国際大学・経済学部・友知研究室において、ＡＯ入試制度が沖縄県内
の高校生に及ぼす影響を調査・研究し、ＡＯ入試制度の改善点をまとめ、高大連携のあ
り方についての検討を行うことを目的に、高等学校の教育現場におけるご意見などの情
報を収集する「ＡＯ入試制度に関するアンケート」を実施した。アンケートの集計結果
は関係各位に既に送付済みであるが、情報公開の意味合いで紀要の研究ノートとして今
回まとめることとした。
２．調査概要
１．調査名称：「ＡＯ入試制度に関するアンケート」
２．調査主体：沖縄国際大学・経済学部・友知研究室（准教授 友知 政樹）
３．調査方法：郵送調査
４． 調査期間：２０１０年５月１日～３１日
５． 調査対象：沖縄県内の高等学校（県立６０校、私立５校）における進路担当責任者の
教員
６．有効回答率：以下参照
３．アンケートにおける設問ごとの集計結果と摘要（質問１～質問９）
質問１　貴校の基本情報についてご回答ください。（２０１０年度当時）
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【摘要】　今回の調査にご協力いただいた２４校のうち、上記の現１年生から現３年生の
生徒数の欄における未記入が２校あった。また、２００９年度の卒業生数の未記入は男
女別の欄が３校、合計の欄のみの未記入が２校あった。それでも、上記の２００９年度
卒業生数の合計（７６５２名）はその年度の県内高等学校卒業生総数（１４７９２名）のお
よそ５２％に相当する。
 質問２　昨年度（２００９年度）の卒業生のうち、沖縄県内外の４年制大学（国公立および
私立）に進学した者について、大学への入学経路（入試形態）をお答えください。
アンケートにご協力いただいた沖縄県内の高等学校の合計生徒人数
（在籍人数および昨年度［2009年度］卒業生数）
（Ａ）国公立大学（県内４年制大学）へ進学した者について
（Ｂ）国公立大学（県外４年制大学）へ進学した者について
（Ｃ）私立大学（県内４年制大学）へ進学した者について
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【摘要】　県内の４年制私立大学へのＡＯ入試によるが最も多い。
 
質問３　沖縄県内外の４年制大学（国公立および私立）によるＡＯ入試について、望ま
しいと考えられるＡＯ入試の実施時期をお答えください。また、ご回答の理由もあ
わせてお聞かせください。
【摘要】　ＡＯ入試の実施時期について、県内外の国公立大学ならびに私立大学におい
て、「８月上旬」から「９月上旬」の間の意見が多かったが、平均すると国公立大
学より私立大学のＡＯ入試を遅めに実施するほうが望ましいという結果を得た。Ａ
Ｏ入試の実施時期が早すぎると、その後の勉学に対する意欲の低下になるとの意見
があった。沖縄県内の私立大学を例に挙げると、ＡＯ入試の合格発表が早期化して
いる傾向にあることがはっきりしている（例えば、沖縄国際大学のＡＯ入試合格発
表日：１１月１日（２００１年度）→１０月８日（２０１０年度）、沖縄大学のＡＯ入試合格発表
日：１１月１日（２００１年度）→１０月２日（２０１０年度））。この件に関して大学側は何ら
かの対応が必要であると考えられる。
 
（Ｄ）私立大学（県外４年制大学）へ進学した者について
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国公立大学
（A）県内４年制大学
　「７月中旬」の理由：
　・夏休み中に実施したほうが高校側としても取り組みやすい。
「８月上旬」の理由：
　・専願なので迷わずにすむから私大と同時期が良い。
　・センター試験との間隔を出来るだけ空けて欲しい。早めの合否決定で集中させたい。
「８月中旬」の理由：
　・文科省が指示する８月以降に歩調を合わせてほしい。出願書類作成および教師の指
導上、８月中旬以降がのぞましい。
　・私大が８月上旬なので、少し時期がズレていると対応しやすい
　・夏季休暇中にしっかりと対策をとることができる
「９月上旬」の理由：
　・AO入試がダメでも、一般推薦に願書を提出できるため。
　・９月上旬より早いと願書の準備をするのが難しく、遅い場合は体育祭等の学校行事
で忙しいため、落ち着いて願書の準備をすることができなくなるため。
　・AO・推薦・一般と段階を踏んで志望校へと挑戦できる適当な日程である。
　・意識づけの意味で。
　・現在のAO入試の日程が早すぎると思うから。
「９月下旬」の理由：
　・合否決定をみて、センター受験になるので、実施を早めるとその分合否の結果を早
めることができると考えた。
「１０月上旬」の理由：
　・あまりにも早すぎると現場としての対応が難しい。後に日程がズレると一般入試に
影響がでる。
「１０月中旬」の理由：
　・推薦入試との併願が不可である国公立の場合は、推薦入試とAO入試の時期を重ねた
方がよい。また、高校の授業へもきちんと取り組ませやすい。
「分からない」の理由：
　・実施時期よりも出願開始の時期が問題です。
「その他」の理由：
　・合格までが長すぎるので、受験日と合格発表は１ヶ月以内の方が良い。生徒が万が
一に備えて、次の準備ができる期間がほしい。
　・実施しなくてよい。AO入試といっても、学部によってはセンター試験も課されてお
り、志願理由書の提出、課題図書、面談等もあり、受験者の負担が大である。
　・AOはない方がいい。
　・推薦入試前。できるならセンター試験を課さないで短期間で集中して対策したい。
　・今の通り。
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（Ｂ）県外４年制大学
　「７月中旬」の理由：
　・夏休み中に実施したほうが高校側としても取り組みやすい。
「８月上旬」の理由：
　・センター試験との間隔を出来るだけ空けて欲しい。早めの合否決定で集中させたい。
「８月中旬」の理由：
　・私大が８月上旬なので、少し時期がズレていると対応しやすい。
　・季休暇中にしっかりと対策をとることができる。
「９月上旬」の理由：
　・AO入試がダメでも、一般推薦に願書を提出できるため
　・９月上旬より早いと願書の準備をするのが難しく、遅い場合は体育祭等の学校行事
で忙しいため、落ち着いて願書の準備をすることができなくなるため。
　・AO・推薦・一般と段階を踏んで志望校へと挑戦できる適当な日程である。
　・意識づけの意味で。
　・現在のAO入試の日程が早すぎると思うから。
「９月中旬」の理由：
　・受付の時期が早い．
「９月下旬」の理由：
　・合否決定をみて、センター受験になるので、実地を早めるとその分合否の結果を早
めることができると考えた。
　・夏休み明けがよい。休みはセンター対策を行い学力の伸長をはかったほうがよい。
「１０月上旬」の理由：
　・あまりにも早すぎると現場としての対応が難しい。後に日程がズレると一般入試に
影響がでる。
「１０月中旬」の理由：
　・推薦入試との併願が不可である国公立の場合は、推薦入試とAO入試の時期を重ねた
方がよい。また、高校の授業へもきちんと取り組ませやすい。
「分からない」の理由：
　・実施時期よりも出願開始の時期が問題です。
「その他」の理由：
　・AOはない方がいい。
　・推薦入試前。できるならセンター試験を課さないで短期間で集中して対策したい。
　・今の通り。
私公立大学
（Ｃ）県内４年制大学
「７月中旬」の理由：
　・夏休み中に実施したほうが高校側としても取り組みやすい。
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「８月上旬」の理由：
　・夏休み期間中でないと時間をかけて指導ができない。
「８月中旬」の理由：
　・夏季休暇中にしっかりと対策をとることができる。
「９月上旬」の理由：
　・９月上旬より早いと願書の準備をするのが難しく、遅い場合は体育祭等の学校行事
で忙しいため、落ち着いて願書の準備をすることができなくなるため。
　・AO・推薦・一般と段階を踏んで志望校へと挑戦できる適当な日程である。
　・意識づけの意味で。
　・現在のAO入試の日程が早すぎると思うから。
　・AO入試で不合格になった場合、後の受験指導の期間を考えると、９月上旬あたり
が適切だと思われる。
「９月中旬」の理由：
　・進路決定が早すぎると合格後の学校生活に影響する。学習状況や勤怠状況が悪くな
る生徒が多数いる。夏休みにしっかり受験対策をさせる意味でも９月以降の実施が
望ましい。
「９月下旬」の理由：
　・本校の場合、センター利用者は少なく、逆に早めの合否決定により中だるみなど別
の問題も出てくる。推薦との間隔を少しつめて欲しい。
「１０月上旬」の理由：
　・あまりにも早すぎると現場としての対応が難しい。後に日程がズレると一般入試に
影響がでる。
　・早期にAO入試を実施すると、合格後の学習に真剣に取り組まなくなる。他の生徒
に対する影響も大きい。（特に沖国大のAOの時期は早すぎる。二学期制の学校で
は、三年のテスト１回のみの評定で出願することになる。）
「１２月上旬」の理由：
　・AO合格者の生活習慣を守るため。
「分からない」の理由：
　・実施時期よりも出願開始の時期が問題です。
「その他」の理由：
　・今の時期でよい。AOで合格できなかった場合→推せん→一般とチャンスがあるの
で現状で良い。
　・推薦入試前。できるならセンター試験を課さないで短期間で集中して対策したい。
　・今の通り。
「無回答」の理由：
　・２学期がはじまってすぐ面接があるので、指導が厳しい。AOと言っても生徒は指導
（練習）なしで受験しにいくわけではないので
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（Ｄ）県外４年制大学
　　「７月中旬」の理由：
　・夏休み中に実施したほうが高校側としても取り組みやすい。
「９月上旬」の理由：
　・現在のAO入試の日程が早すぎると思うから。
　・授業が始まっている期間の方が生徒の掌握がしやすい。
　・県内私大と少しズラす形が良い。
　・９月上旬より早いと願書の準備をするのが難しく、遅い場合は体育祭等の学校行事
で忙しいため、落ち着いて願書の準備をすることができなくなるため。
　・AO・推薦・一般と段階を踏んで志望校へと挑戦できる適当な日程である。
　・意識づけの意味で。
　・AO入試で不合格になった場合、後の受験指導の期間を考えると、９月上旬あたり
が適切だと思われる。
「９月中旬」の理由：
　・進路決定が早すぎると合格後の学校生活に影響する。学習状況や勤怠状況が悪くな
る生徒が多数いる。夏休みにしっかり受験対策をさせる意味でも９月以降の実施が
望ましい。
「１０月上旬」の理由：
　・あまりにも早すぎると現場としての対応が難しい。・後に日程がズレると一般入試に
影響がでる。
　・早期にAO入試を実施すると、合格後の学習に真剣に取り組まなくなる。他の生徒
に対する影響も大きい。
　・センター有りAOを希望する大学が増えることが予想されるので現時期より遅くし
た方が良いと考える。
「１２月上旬」の理由：
　・AO合格者の生活習慣を守るため。
「分からない」の理由：
　・実施時期よりも出願開始の時期が問題です。
「その他」の理由：
　・今の通り。
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質問４　沖縄県内外の４年制大学（国公立および私立）によるＡＯ入試の枠（ＡＯ入試
の定員数）について、あてはまるものにひとつだけ○をつけ、理由も添えてお答え
ください。
【摘要】　ＡＯ入試の枠（ＡＯ入試の定員数）について、国公立大学では「大きい」と
いう意見がなく「ちょうどよい」という意見が多いのに対し、私立大学では「小さ
い」という意見がなく「大きい」という意見が多く、さらにその理由はネガティブ
なものであることが特徴的である。なお、沖縄県内の私立大学を例に挙げると、Ａ
Ｏ入試の枠が拡大傾向にあることがはっきりしている（例えば、沖縄国際大学のＡ
Ｏ入試枠：１１５名（１２％）（２００１年度）→３４１名（３０％）（２０１０年度）、沖縄大学のＡＯ
入試枠：８５名（１５％）（２００１年度）→１７０名（３１％）（２０１０年度））。この件に関して大
学側は何らかの対応が必要であると考えられる。
国公立大学
（A）県内４年制大学
「小さい」理由：
　・できれば、県内枠として拡大を望む。
　・真面目な生徒を送りたい。
　・受験学力はない（足りない）けれど、学びたいという意欲のある生徒に門戸を開く
ために。
　・様々な学科で実施してほしい。定員数の増加。
「ちょうど良い」理由：
　・広げ過ぎない方が良い。AOと他の試験に見合うレベルでの選択であってほしい。
　・県内の国公立大は、推薦、一般入試で安定した倍率が見込め、入試形態を多様化す
る必要がないから。
　・一般試験で受けてほしい。
「分からない」理由：
　・合格者が増えて欲しい気持ちもあるが、安易にAOにたよっていいのか？ 合格者の
労力（勉強量）や学力の問題もあるから。
　・大学進学生徒が少ないので。
　・私立大の枠が少し増えてきているので生徒たちが早くから勉強しなくなっている。
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「その他」理由：
　・枠を設ける必要なし。質問３でも答えた通り、受験者の負担が大きい。発表はセン
ター試験後であるため、AO対策と一般・推薦対策を同時に行わなければならない。
　・なるべく小さく。大学で学ぶための基礎学力をしっかり持たすためにもなるべく一
般入試で受験させたい。
　・AOはない方がいい。
（Ｂ）県外４年制大学
「小さい」理由：
　・真面目な生徒を送りたい。
　・様々な学科で実施してほしい。定員数の増加。
「ちょうど良い」理由：
　・本校においては、AO入試での受験者の比率が低く、枠の大小の影響が少ないから。
　・一般試験で受けてほしい。
「分からない」理由：
　・対象生徒がいないので。
　・合格者が増えて欲しい気持ちもあるが、安易にAOにたよっていいのか？ 合格者の
労力（勉強量）や学力の問題もあるから
　・大学進学生徒が少ないので。
　・大学により枠の幅が様々であるため。
「その他」理由：
　・AOはない方がいい
「無回答」理由：
　・AOに積極的に賛同しない。
私公立大学
（Ｃ）県内４年制大学
「ちょうど良い」理由：
　・他の入試形態の募集人数から見て、人数のバランスがとれていて偏りがないから。
　・本校においては、AO入試での受験者の比率が低く、枠の大小の影響が少ないから。
　・一般試験で受けてほしい。
「大きい」理由：
　・安易に流れてしまう
　・一般入試に重きを置いた方が、県内高校生の学力アップにつながる
　・AOの定員枠が大きすぎて、第１希望の大学ならAOを選ぶ傾向に拍車をかけている。
　・私大のAO入試は多すぎる感がある。
　・はやく進路決定すると、学習意欲が低下し生活態度が乱れる生徒がみられる。
　・私立大の枠が少し増えてきているので生徒たちが早くから勉強しなくなっている。
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　・枠が大きいと、本来のAO入試の意味が薄れてしまうのではないか。小論や学力試
験対策をしっかり行なった生徒を多くとって欲しい。
　・学習に真剣に取り組ます、安易な気持ちでAOに流れる生徒が増加している。また、
合格後の学習態度も良くなく、学力低下につながる。
　・一般入試の枠が狭くなっている。AOとか、推薦とかにむかない生徒には厳しい。
「分からない」理由：
　・合格者が増えて欲しい気持ちもあるが、安易にAOにたよっていいのか？合格者の労
力（勉強量）や学力の問題もあるから
　・大学進学生徒が少ないので。
「その他」理由：
　・大学による。沖国はちょうど良い。他の試験のレベルに見合う生徒を選ぶよう努力
して、見合わないと判断される生徒は推薦・一般をギリギリ努力させたほうが良い。
「無回答」理由：
　・AOに積極的に賛同しない。
（Ｄ）県外４年制大学
「ちょうど良い」理由：
　・他の入試形態の募集人数から見て、人数のバランスがとれていて偏りがないから。
　・本校においては、AO入試での受験者の比率が低く、枠の大小の影響が少ないから。
　・一般試験で受けてほしい。
「大きい」理由：
　・安易に流れてしまう
　・一般入試に重きを置いた方が、県内高校生の学力アップにつながる
　・AOの定員枠が大きすぎて、第１希望の大学ならAOを選ぶ傾向に拍車をかけている。
　・私大のAO入試は多すぎる感がある。
　・はやく進路決定すると、学習意欲が低下し生活態度が乱れる生徒がみられる。
　・学習に真剣に取り組ます、安易な気持ちでAOに流れる生徒が増加している。また、
合格後の学習態度も良くなく、学力低下につながる。
「分からない」理由：
　・大学により様々で一概に言えない。
　・合格者が増えて欲しい気持ちもあるが安易にAOにたよっていいのか？合格者の労
力（勉強量）や学力の問題もあるから
　・大学進学生徒が少ないので。
　・学校に差がそれぞれあると思うので。
「無回答」理由：
　・AOに積極的に賛同しない。
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質問５　沖縄県内外の４年制大学（国公立および私立）によるＡＯ入試の試験内容に含
まれるべきであると考えられるものすべてに○をつけ、理由も添えてお答えくださ
い。
【摘要】　ＡＯ入試の試験内容に含まれるべきであると考えられるものについて、県内
外の国公立大学および私立大学ともに、「志望理由書」、「自己紹介書」、「活動報告
書」、「調査書」、「面接」の選択率が高く、一方「小論文」や「学力検査」の選択率
が低い。ＡＯ入試のそもそもの趣旨を考えると試験内容は従来通りでよいという意
見が多いようである。
国公立大学
（Ａ）県内４年制大学
・基本的な学力をしっかり身につける体制であってほしい。
・書類が多いと無駄が多く、対策講座などの負担を考えると少ない方が良い。
・本人の意欲・関心が高く、実績等があっても大学の授業についていけなければ入学
してから大変なので、その大学の学部・学科の勉強に必要な学力検査も課した方が
良いと思われる。
・③④については寡黙な生徒の客観的な評価の為。⑧は実績主義ではなく、本当に好
きかどうかを知る１つのてだてとして⑧でも疑問も残ります、⑧を入れることに）
・学力よりも個性重視で評価すべき。
・センターテストまで課すと推薦や一般同様にセンター試験まで引きずるので選択し
にくい。
・AOはない方がいい。
・本校では小論文の作成に力を入れており、学力をつけることにも力を入れているの
で、学力を試す項目を入れておきたい。
・AO入試は、個性をみる入試なので、志望理由、活動報告等を中心とした判断基準
がよい。
・ある程度学力や実技力（一芸に秀でる）もみるべき時期に来ているのでは？その上
で本人のやる気・意欲をみる。
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・高い意欲を持ち、課外活動への積極的な取り組みを把握するため。また幅広い知識
を評価するために小論文も課した方がよいのでは。
・「学力だけではなく、人物を多面的に見る」のであれば、可能な限り様々な試験を
実地すべきです。
・総合的にみてほしいから。
・実業高校なので学力よりも活動実績を見て欲しい。
・一定の学力検査の実地がないと、入学後、支障があると思われる。
（Ｂ）県外４年制大学
・基本的な学力をしっかり身につける体制であってほしい。
・志願理由書と自己紹介書、活動報告書は重なる部分が多く、面接で十分対応できる。
・本人の意欲・関心が高く、実績等があっても大学の授業についていけなければ入学
してから大変なので、その大学の学部・学科の勉強に必要な学力検査も課した方が
良いと思われる。
・学力よりも個性重視で評価すべき。
・センターテストまで課すと推薦や一般同様にセンター試験まで引きずるので選択し
にくい。
・AOはない方がいい。
・本校では小論文の作成に力を入れており、学力をつけることにも力を入れているの
で、学力を試す項目を入れておきたい。
・AO入試は、個性をみる入試なので、志望理由、活動報告等を中心とした判断基準
がよい。
・ある程度学力や実技力（一芸に秀でる）もみるべき時期に来ているのでは？その上
で本人のやる気・意欲をみる。
・高い意欲を持ち、課外活動への積極的な取り組みを把握するため。また幅広い知識
を評価するために小論文も課した方がよいのでは。
・「学力だけではなく、人物を多面的に見る」のであれば、可能な限り様々な試験を
実地すべきです。
・総合的にみてほしいから。
・実業高校なので学力よりも活動実績を見て欲しい。
・一定の学力検査の実地がないと、入学後、支障があると思われる。
私公立大学
（Ｃ）県内４年制大学
・基本的な学力をしっかり身につける体制であってほしい。
・書く力等をつけるため、又、面接対策等考えても志願理由書、自己紹介書は必要だ
と思う。
・本人の意欲・関心が高く、実績等があっても大学の授業についていけなければ入学
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してから大変なので、その大学の学部・学科の勉強に必要な学力検査も課した方が
良いと思われる。
・３年間の高校生活を評価できるような書類を提出させる。また本人の個性・能力・
人柄をしっかりみることができる面接形態であるべき。
・今のままで良い。
・本校では小論文の作成に力を入れており、学力をつけることにも力を入れているの
で、学力を試す項目を入れておきたい。
・個人のコミュニケーション能力が、志望動機で判断してもらいたいので、小論文は、
なくてよい。
・ある程度学力や実技力（一芸に秀でる）もみるべき時期に来ているのでは？その上
で本人のやる気・意欲をみる。
・高い意欲を持ち、課外活動への積極的な取り組みを把握するため。
・「学力だけではなく、人物を多面的に見る」のであれば、可能な限り様々な試験を
実地すべきです。
・総合的にみてほしいから。
・農業高校のため普通科目の授業が少なく、又、県内私立大学は農学部がないため、
調査書、面接重視でお願いしたい。
・なぜ大学へ行くのか、自分をみつめ考えをまとめることができる。
（Ｄ）県外４年制大学
・基本的な学力をしっかり身につける体制であってほしい。
・本人の意欲・関心が高く、実績等があっても大学の授業についていけなければ入学
してから大変なので、その大学の学部・学科の勉強に必要な学力検査も課した方が
良いと思われる。
・面接は地方会場も多く設けてほしい。受験生によっては、エントリーや面談で何度
も遠隔地へ行かなければならず経済的に負担となっている。
・今のままで良い。
・本校では小論文の作成に力を入れており、学力をつけることにも力を入れているの
で、学力を試す項目を入れておきたい。
・個人のコミュニケーション能力が、志望動機で判断してもらいたいので、小論文は、
なくてよい。
・ある程度学力や実技力（一芸に秀でる）もみるべき時期に来ているのでは？その上
で本人のやる気・意欲をみる。
・高い意欲を持ち、課外活動への積極的な取り組みを把握するため。
・「学力だけではなく、人物を多面的に見る」のであれば、可能な限り様々な試験を
実地すべきです。
・総合的にみてほしいから。
・県外私立大には農学部への進学が多いため特になし。
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質問６　ＡＯ入試により沖縄県内外の４年制大学（国公立および私立）に合格し、その
大学に進学した生徒のＡＯ入試合格後の勉学に対する意欲に関する傾向について、
あてはまるものにひとつだけ○をつけ、理由も添えてお答えください。
【摘要】ＡＯ入試合格後の勉学に対する意欲に関する傾向について、県内国公立大学合
格者に関しては「変化しない傾向がある」が最も多かった（県外国公立は「分から
ない」が多い）。一方、県内外の私立大学に関しては「低下する傾向がある」が最
も多く、特に県内の私立大学に関してはその傾向が顕著である。これより、特に県
内の私立大学のＡＯ入試制度が県内の高等学校生の勉学に対する意欲に対し悪影響
を及ぼしている可能性が大きいということが言えそうである。勉学に対する意欲の
低下は、進路の早期決定による安心感または気の緩みに原因があるもの考えられる。
一方で、勉学に対する意欲が低下しない原因としては、生徒の意識がもともと高い
という理由等の他に、制度的にセンター試験を課すなど合格決定が遅いためという
理由が挙げられている。
国公立大学
（Ａ）県内４年制大学
「低下する傾向がある」理由：
・他の一般試験受験者より、早期に決定する為、意欲は低下する。また、学力検査を
課す学校が少なく、受験対策を行わない分、低下する。
・安心感から、そうなる傾向がある。
・合格したという安心感から、どうしても真剣に学力向上に取り組まない。
「向上する傾向がある」理由：
・周囲が学びたいという意欲を持っている人たちなので刺激を受けると思う。
「変化しない傾向がある」理由：
・もともと高い目的意識があるので。
・意識の高い生徒が受験しており、合格後もあまり変わらない。
・センター試験を課すなど、合格決定が遅いため。
・特に下がらない。
・特に変化はみられなかった。
「分からない」理由：
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・当校に該当者なし。
・ここ数年、AOでの入試受験者がいません。
・ケースがまだない。
「その他」理由：
・該当者なし。
（Ｂ）県外４年制大学
「低下する傾向がある」理由：
・他の一般試験受験者より、早期に決定する為、意欲は低下する。また、学力検査を
課す学校が少なく、受験対策を行わない分、低下する。
・安心感から、そうなる傾向がある。
・受験の重圧から解放され、気がゆるんでしまう。
・合格したという安心感から、どうしても真剣に学力向上に取り組まない。
「向上する傾向がある」理由：
・県外の人と触れ合い、刺激を受けると思う。
「分からない」理由：
・該当者なし。
・該当者がいない。
・当校に該当者なし。
・ここ数年、AOでの入試受験者がいません。
・ケースがまだない。
「その他」理由：
・該当者なし
・なし。
・前年度例なし。
・該当者なし。
私公立大学
（Ｃ）県内４年制大学
「低下する傾向がある」理由：
・他の一般試験受験者より、早期に決定する為、意欲は低下する。また、学力検査を
課す学校が少なく、受験対策を行わない分、低下する。
・安心感から、そうなる傾向がある。
・合格決定が早いので、残りの学校生活を充実したものにするという意識が薄くなる。
卒業できればいいという安易な考えを持ってしまう。
・合格したという安心感から、どうしても真剣に学力向上に取り組まない。
・合格後、勉強に身が入らない現状があると思う。その結果、現実とのギャップで低
下するのではないか？
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・合格で少し気持ちが緩む生徒が多い。
・一部の生徒（授業態度がよくない、なまける傾向がある）。
・一部、進学にむけて努力する生徒はいるが、全体的に低下する傾向がある。
・早期の決定により、卒業までの期間のモチベーションが低下する様子が見られた。
・課題がある場合、課題に取り組みよく頑張っている。
・早目に進路が決定したことによる中だるみあり。
・進路が決まり出すと当座の目標が消え、気抜けする数も多いのでそれが集団意識に
なってしまう。
・気の緩みが出てくるので。
・人物にもよるし、時期にもよるが自己アピールの上手な生徒は要領も良いので意識
の低い子は低下する。
「分からない」理由：
・入学後の様子は各個人によって多分違っているので一言では言えない。
「その他」理由：
・生徒によって異なる。入学してからのことを考え勉強する生徒もいる。
（Ｄ）県外４年制大学
「低下する傾向がある」理由：
・他の一般試験受験者より、早期に決定する為、意欲は低下する。また、学力検査を
課す学校が少なく、受験対策を行わない分、低下する。
・安心感から、そうなる傾向がある。
・合格決定が早いので、残りの学校生活を充実したものにするという意識が薄くなる。
卒業できればいいという安易な考えを持ってしまう。
・合格したという安心感から、どうしても真剣に学力向上に取り組まない。
・合格で少し気持ちが緩む生徒が多い。
・決定が早くて、卒業迄勉学に対する意欲が保てない。
・課題がある場合、課題に取り組み頑張っている。
・早目に進路が決定したことによる中だるみあり
・進路が決まり出すと当座の目標が消え、気抜けする数も多いのでそれが集団意識に
なってしまう。
・人物にもよるし、時期にもよるが自己アピールの上手な生徒は要領も良いので意識
の低い子は低下する。
「変化しない傾向がある」理由：
・県外へのはっきりとした目的意識を持っているので。
「分からない」理由：
・入学後の様子は各個人によって多分違っているので一言では言えない。
「その他」理由：
・現実とのギャップで低下する者、向上するもの、両方だと思う。
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質問７　ＡＯ入試により沖縄県内外の４年制大学（国公立および私立）に合格し、その
大学に進学した生徒のＡＯ入試合格後の勤怠状況に関する傾向について、あてはま
るものにひとつだけ○をつけ、理由も添えてお答えください。
【摘要】ＡＯ入試合格後の勤怠状況に関する傾向について、県内の私立大学において「悪
化する傾向がある」が多いのが特徴的である。県内における私立大学のＡＯ入試制
度が県内の高等学校生の勤怠状況に対し悪影響を及ぼしている可能性が大きいとい
うことが言えそうである。勤怠状況が変化しない理由としては、卒業間近まで合否
がわからない等の制度的な理由が挙げられている。
国公立大学
（Ａ）県内４年制大学
「悪化する傾向がある」理由
・合格した安心感から、病欠で休む事が多い。
・アルバイトや自動車教習所に通ったりする者が出てくる。病欠を理由に安易に欠席
しがち。
「好転する傾向がある」理由
・学習意欲が、周囲の人々によって刺激される。
「変化しない傾向がある」理由
・元々合格する力があるため。
・卒業間近まで合否がわからないため。
・そこまでの悪化は見られなくなった。学校の生徒指導体制ともリンクする。
・もともと高い目的意識があるので。
・意識の高い生徒が受験しており、合格後もあまり変わらない。
「分からない」理由
・該当者なし。
・あまり早く進路が決まってしまい、高校生活で緊張感のなくなる生徒もいる。
・ここ数年、AOでの入試受験者がいません。
「その他」理由
・該当者なし。
「無回答」理由
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・ケースがまだない。
（Ｂ）県外４年制大学
「悪化する傾向がある」理由
・合格した安心感から、病欠で休む事が多い。
・アルバイトや自動車教習所に通ったりする者が出てくる。病欠を理由に安易に欠席
しがち。
「好転する傾向がある」理由
・学習意欲が、周囲の人々によって刺激される。
「変化しない傾向がある」理由
・元々合格する力があるため。
・真面目で学校生活を大事にしようとの意識が高い。
「分からない」理由
・該当者なし。
・該当者なし。
・あまり早く進路が決まってしまい、高校生活で緊張感のなくなる生徒もいる。
・ここ数年、AOでの入試受験者がいません。
「その他」理由
・前年度例なし。
・該当者なし。
・なし。
・該当者なし。
「無回答」理由
・ケースがまだない。
私公立大学
（Ｃ）県内４年制大学
「悪化する傾向がある」理由
・合格した安心感から、病欠で休む事が多い。
・アルバイトや自動車教習所に通ったりする者が出てくる。病欠を理由に安易に欠席
しがち。
・現実とのギャップで
・自動車教習所通いのための欠席が増えたりバイトを始めて勤怠が乱れてしまうこと
が多い。
・全員が全員そうだとは言えないが、全体的にゆるむ傾向がある。
・気の緩みが出てくるので。
・自動車教習所へ行ったりする生徒がいるため。
・質問６（進路が決まり出すと当座の目標が消え、気抜けする数も多いのでそれが集
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団意識になってしまう）に書いたことと加えて、関心が運転免許やアルバイトなど
別のとこに向いてしまう。
「変化しない傾向がある」理由
・元々合格する力があるため。
・もともと意識の高い生徒たちであった。
・前年度例なし。
「分からない」理由
・あまり早く進路が決まってしまい、高校生活で緊張感のなくなる生徒もいる。
（Ｄ）県外４年制大学
「悪化する傾向がある」理由
・合格した安心感から、病欠で休む事が多い。
・アルバイトや自動車教習所に通ったりする者が出てくる。病欠を理由に安易に欠席
しがち。
・全員が全員そうだとは言えないが、全体的にゆるむ傾向がある。
・自動車教習所へ行ったりする生徒がいるため。
・質問６（進路が決まり出すと当座の目標が消え、気抜けする数も多いのでそれが集
団意識になってしまう）に書いたことと加えて、関心が運転免許やアルバイトなど
別のとこに向いてしまう。
「変化しない傾向がある」理由
・県外へのはっきりとした目的意識を持っているので。
・元々合格する力があるため。
・もともと意識の高い生徒たちであった。
・前年度例なし。
「分からない」理由
・あまり早く進路が決まってしまい、高校生活で緊張感のなくなる生徒もいる。
質問８　ＡＯ入試を実施している大学には、ＡＯ入試合格者に対して課題の提出を課す
大学がありますが、このように課題の提出を課すことがＡＯ入試合格者の勉学に対
する意欲の維持や向上に役立っていると思いますか。あてはまるものにひとつだけ
○をつけ、理由も添えてお答えください。スペースが足りない場合は、右の余白を
お使いください。
【摘要】ＡＯ入試合格者に対する課題の提
出を課すことについて、「ある程度は
役立っていると思う」という回答が半
数を占めた。「非常に役立っていると
思う」という回答を含めると役立って
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いるという見方が８割を超える結果となってはいるものの、「ある程度は役立って
いると思う」という回答が多いことを考えると、課題の課し方に検討の余地がある
ことがうかがい知れる。一方、役立っていないについては、生徒にやらされている
感があるという理由が挙げられている。
「非常に役立っていると思う」理由：
・AO入試合格者の多くが合格発表後、学習意欲がなく、生活態度も悪くなる傾向が
あります。課題は、大学入学後はしっかり勉強しなければならないという良い動機
づけになると思います。
・意識が高まるため。
・課題があることで学習に対する意識の低下の歯止めになる。
・合格後の具体的な学習目標がもててよいと思う。
・受験勉強から解放され、学習に対する意欲を失ってしまう生徒が多くいる。１０月以
降の学校生活を有意義に過ごし、大学入学後も積極的に学習に取り組めるよう課題
は是非与えるべきである。
・生徒が気が緩みがちなのでこのような課題を出すことで大学へ進む心の準備ができ
る。
・早期に進路を決定したばあい、勤怠状況が急激に悪くなったり成績が低下する生徒
が以前は見受けられたが、昨今、基礎学力向上のための長期にわたるプログラムや
入学後必要となる学びの方法や専門分野に関する基礎知識などに関する図書を課す
ことで学ぶ意欲が換気されてよい。
「ある程度は役立っていると思う」理由：
・課題に取り組むことで、入学までの長い期間を計画的に過ごすことができる。問題
を解いたり、本を読んだりすることで、基礎学力の向上と思考力の向上が期待でき
る。
・ある程度は役立つ。ただし、その課題をこなすために（例えば課題本の読解につい
て）教師に面倒をみてもらおうとする。自主学習力の無さ、低さに閉口させられる
ことも多い。
・課題がなければ、進学の為の準備が不十分なままだと思う。未提出者には、大きな
ペナルティがあってもかまわないのではないか？
・課題の質にもよるが、少なくとも時間をもてあます事を避ける事ができるという点
で役立っていると思う。個人的には量をもっと増やしても良いと思う。
・課題をすることで学習意欲を維持することができる。しかし、課題が簡単すぎたり、
提出日が１回とか、早い時期だったりするとあまり期待できない。逆に遅すぎるの
も「まだ大丈夫」という安心感が、意欲の減退につながる。複数回（２～３回）に
わけて行うと効果的である。１行でも赤ペンがはいってもどってくると尚大である。
・合格を「内定」という形にしておいて課題の提出状況や内容（中身）、または合格
後の成績の変化の仕方によっては取り消しもあっても良いのでは？
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・大学で学ぶための力をつける期間に課題があることで気を抜かず合格後も取り組む
ことができる
・勉学に対する意欲の維持には役立っていると思う。また、大学で学ぶ内容が先に見
られるので、大学の理解にもつながっている。
・目的意識継続させ、大学での勉強を意識させる面では役立っていると思うが、高校
の勉学とは切断され、課題が義務化されてくる気はする。
「あまり役立っていないと思う」理由：
・生徒にとって"やらされる"課題ではモチベーションの維持が難しい。課題をこなす
ため、職員に頼る生徒がいる。
・AO入試自体、早すぎると思います。合格後に、まったく勉強しなくなる生徒や、指
導にあがる生徒が毎年います。その様な生徒を高校側が全て受け入れるのは、限界
があると思います。大学と連携を取りながらやっていく方法や、合格者を月一回
ペースで大学で指導する様なことが必要になってくるので？
・課題の内容にもよると思うが、生徒を見ていると課題はノルマの一つみたいな感覚
がこなしている傾向があるように思う。勉学への意欲向上とは言いがたい。
・課題は〆切日にまにあわせるための学習であり学力の向上にはつながっていない。
きちんと授業に取り組んだり受験勉強をしたりするほうが基礎学力向上につながる。
質問９　ＡＯ入試制度全般に関して自由にご意見をお聞かせください。スペースが足り
ない場合は、右の余白をお使いください。
【摘要】ＡＯ入試制度の趣旨に賛同しつつも、制度の問題点（時期、定員、基準）など
に対する意見が多い。
・AO入試の基本的精神は理解しているつもりですが、実施状況については、大学に
よってレヴェルも集まる生徒の質もかなり違うことが気になります。むしろ、AO
入試が導入されたことで、入試が緩くなったと思います。
・良い面、悪い面、両方あると思いますが、正直、入試前後の指導がむつかしいです。
生徒の意欲等で進学できるのは大変良いことだと思います。ですが、希に勉強しな
い生徒、指導によく挙がる生徒が合格する場合があり、その様な場合、後輩達に非
常に悪い影響を与えてしまいます。その様な状況を改善しないといけないと思いま
す。なので、AO時期を遅くし、高校現場の教員と大学教員との連携が必要だと思
います。
・課題に対しての説明会や講習会があると良いと思う。
　課題未提出者に対して入学前に指導して欲しい。
・AO入試の提出書類に「紹介書」があるが、活動実績が必要なら「証明書」の添付
で十分ではないかと思われるのでなくしてほしい。
・AO入試の願書受付期間をⅠ期のみにしてほしい。受験のチャンスが増えることは
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良いことかもしれないが、本来の「AO」の意味がずれてくる。
　課題は形式化していないだろうか、疑問である。「提出しなくてもいいみたい…と
他校の生徒が言っている」「提出しなかったけど、どうってことなかった」と〇〇
高の卒業生が言ってた」等生徒が話している。「ただ出せばいい」という程度のも
のなら、卒業試験を控えている期間に課題に時間をさく意味ある？と生徒に問われ、
返答に窮した。書く事、読む事の大切さ、訓練という意味も兼ねていると答えたが
…。
 「AO入試」の合否の基準（表現が変ですが、なぜ、この生徒が合格して、この生徒
が不合格？と生徒でさえも感じる結果がある）みたいなものがあれば、漠然とでも
良いので、説明会の時にお話いただけませんでしょうか。
　活動報告書を小学校・中学校のものも提出する必要があるのか。疑問である。高校
では何もしていないから…と生徒は言うが、「活動報告書」の提出の意味（義）を
大学側はどうとらえているのでしょうか？
　「パフォーマンス」をしなければ、不合格になるという風評もありますが、自己ア
ピールの中で、どの程度のパフォーマンスを認めていますか？（合否には関係ない
と個人的には思っていますが…）
・受験者数が右肩上がりであるなど、生徒においてはAO入試制度が定着した感がある。
しかし、現状としては、志望動機が明確でないまま受験に臨むものや、取り立てて
実績が顕著でないのに受験する者もいる。AO本来の意味が薄れてしまっているよ
うにも感じる。AOの定員を適当な数はどれくらいかを今後とも検討していただき
たい。また合格時の評定を維持できるような手だても考えていただきたい。
・勤怠など推薦の基準に満たない生徒も飛びつき、なるべく楽に早く合格したいとい
う傾向もある。たくさんのいろいろなケースの生徒を大学に進学させる方策で良い
ようにも思うが、あるいはなくした方が最後まで高校の勉学や学習課程生徒達を引
きつけることができ大学側としても勉学への意識を持った生徒を引き受けて良いの
かも知れない。
・枠は大きすぎると思う。勉強を継続させる（高校在学中）の工夫を、高校でも苦慮
しています。大学側を課題以外に、スクーリングや学力試験など、モチベーション
を低下させない方法を検討して欲しい。
・私大のAO入試枠拡大には反対です。
　生徒の学習意欲の低下、学力低下につながると考えます。
　地道に学習する生徒よりも、自己アピールの上手い要領の良い生徒が合格している
傾向があるように思われます。そのような生徒は、合格後の学習態度、勤怠状況が
悪くなり、他の生徒に悪影響を及ぼします。
　沖国大のAO入試の時期、AOの合格人数は不適だと思います。
・AO入試は、本来の目的からすれば、入試方法の複線化として用いられるべきで、
入試機会の増大となるべきではないと考える。
・戦後６０年。恵まれた生活環境とテレビやインターネット等からのあふれ出す情報の
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中、受け身で消極的、目的意識のない生徒が増加している傾向にある。また、学力
を重視するあまり入試関連科目に力を注ぎ、「なぜ学ぶのか」を考えない生徒が増え
ている。その中で学ぶ意欲や学びたいこと等を問うたり、活動内容等を問う入試制
度があることは、問題意識の高い生徒やリーダー性のある生徒、また自らを磨く生
徒が増してくる。入試制度の多様化は、生徒の個性の多様性にもつながるので今後
も続けてほしい。
・個性や意欲、やる気を見るのも良いが要領の良さや調子の良い、上手な子は特をす
るが、地道に努力する子は中々認めてもらえてない感じがする。労力（勉強量）や
学力の低下の問題もあるし、そろそろ入試の原点に帰ってある程度の学力の上に個
性や意欲、やる気をみていってはどうかと思います。学生がますます勉強しないで
短期間で上手く合格できたら良いという感じを持って欲しくない。受験は長期戦、
確かな学力の上に合格をつかみとって充実感、達成感を味わって欲しい。その後の
人生観にもつながると思う！
・AO入試でもある程度は成績は必要だと思うが、その成績をどのような形で判断して
いくかが今後のAO入試制度の課題となるのではないかと考える。また、成績と課
外活動（意欲、個性）との比重も考えていかなければいけないのではないか。
・制度の問題はなし。課題におわれている。
・生徒の魅力が見いだせる制度だと思う
・大学の傾向としてAO入試へと傾斜する様に思われるが、推薦入試とAO入試を生徒
が選択する際に生徒がどちらを選べばいいのか判断が難しくなっている。AO入試
で生徒を集めたいという大学が増えはじめているため特に顕著な実績はないが成績
や校内活動などで頑張っている生徒には、公募推薦か指定校制度しか利用できない。
・ぜひ継続してもらいたいと思っています。
・大学側からの提案、AO合格者の最終「調査書」の提出、とても良いと思いました。
合格後も努力し色々な資格等を取得している生徒もいますので、生徒もやる気がで
ると思います。
４．おわりに（まとめにかえて）
　有効回答率からすると限られたデータであると言えるかもしれないが、今回の調査結
果より、高等学校の進路指導の現場から実に多くの貴重なデータやご意見を得ることが
できた。高等学校の進路指導の現場では、私立大学（特に県内の私立大学）におけるＡ
Ｏ入試制度に特に問題がある（時期、定員、基準など）と捉えられていることが明らか
となった。本来、最高学府であるべき大学が高等学校の生徒の勉学に対する意欲を削い
だり、勤怠状況の悪化を招いたりしていることは大きな社会問題であるとも言える。残
念ながら、昨今の私立大学におけるＡＯ入試の実施早期化と定員の拡大が沖縄県内の学
力低下の一要因となっていると言っても過言ではないであろう。この件に関して、大学
側は、高等学校と連携を取りつつ、また大学間で協議を持つなどして早急に対応するべ
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きであると考えられる。
　ちなみに、図１は平成１１年度から平成２２年度における沖縄県内の二つの私立大学（沖
国大（沖縄国際大学）ならびに沖大（沖縄大学））の入試形態別の入学者割合の変化を
示したものである。両大学ともに、学力考査を含む一般入試の割合が低下する一方で、
AO入試の割合が増加してきたことが観察できる。さらに、その変化の動きが二つの大
学間でシンクロしているところが、あたかも二者間で囚人のジレンマ・ゲームを行って
いるようで興味深い。このことは、他でもなく、大学間での協議の必要性を示唆してい
る。
　最後に、今回ご協力いただいた沖縄県内における高等学校の先生方ならびに関係機関
に心より御礼申し上げます。
図１：沖縄県内の二つの私立大学（沖国大（沖縄国際大学）ならびに沖大（沖縄大学））
　　　の入試形態別の入学者割合の変化（平成１１年度～平成２２年度）
